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は
相
互
に
勤
務
十
給
付
し
、
欲
望
の
種
類
増
加
す
る
に
後
者
に
非
歩
や
。

て
続
々
多
数
の
人
相
互
的
に
相
俗
人
ノ
、
相
助
く
る
事
ー
し
な
次
仁
ス
ミ
ス
の
マ

i
カ
シ
タ
イ
ル
V

ス
テ
ム
攻
撃
の
抑

b
従
'
て
い
瓦
(
問
仁
有
機
的
結
合
を
生
歩
る
に
至
る
事
を
説
明
F

源
は
如
何
経
験
の
示
す
所
仁
依
れ
ば
自
利
必
援
勤
の
是
認

す
可
が
I

り
し
な
p

り
I
C
-

一
五
へ
ん
'
0

一
は
必
し
苦
直
に
自
由
貿
易
の
主
張
と
な
み
者
仁
非
ヂ
。
故

今
吾
人
は
ス
ミ
ス
の
刀
ツ
チ
ヱ
ソ
ン
及
び
マ
ン
デ
グ
イ
一
に
ス
ミ
ス
の
マ

i
刃
Y

テ
リ
ズ
ム
否
認
を
以
て
経
掛
的
自

ゅ
に
封
ず
る
批
評
を
念
頭
仁
置
を
、
夏
に
彼
が
A
V
J

チ
γ

二
由
の
信
念
の
営
然
的
結
果
な
t
り
之
一
五
ふ
け
い
建
断
仁
逃
、
き
食

y
y
の
講
廷
に
列
し
北
る
砂
同
時
若
く
は
少
し
く
其
後
に
於
…
I

り
c

彼
は
ヱ
ヂ
y
バ
J

プ
時
代
及
ぴ
グ
一
ア
λ
J
J
I
時
代
の
初

て
つ
蜂
物
語
し
を
譲
み
な
る
事
確
か
な
る
事
零
γ
一
詑
憶
せ
ば
…
期
日
h

い
於
て
は
ず
!
h
y
チ
リ
ズ
ム
皐
誘
攻
撃
の
論
を
な
せ

ス
ミ
ス
を
し
て
つ
吾
等
、
が
食
を
琢
期
し
得
る
は
屠
獣
者
、

J
心
事
な
し
、
而
し
て
其
講
義
仁
川
於
て
つ
斯
ふ
態
読
め
謬
を

蹴
械
設
者
、
パ
y
焼
の
慈
善
必
に
侠
つ
仁
非
・
下
し
て
、
彼
等
示
せ
る
と
ユ
!
ム
の
論
女
L
P
)
指
示
せ
る
を
以
て
一
見
れ
ば

が
主
白
己
の
利
議
を
君
主
す
る
に
侠
つ
な
1

り
し
と
の
思
想
之
れ
彼
が
と
ユ
!
ム
仁
賞
ふ
所
あ
ん

L
自
認
せ
る
を
示
す

を
相
仰
せ
し
め
，
セ
る
に
マ
ン
デ
グ
イ
ル
・
に
非
る
が
十
T
協
疑
は
才
者
に
非
る
か
。
此
推
測
k
少
し
く
強
ひ
る
事
は
、
ス
ミ
ス
の

る
を
得
歩
。
ス
ミ
ス
ウ
一
口
は
み
や
ノ
や
各
個
人
が
彼
自
身
の
赦
態
「
論
議
し
に
於
て
マ
ー
カ
Y

チ
リ
ズ
ム
の
誤
謬
を
ハ
叫
ノ
チ
ヱ

を
上
縫
せ
し
め
ん

F
す
す
る
自
然
的
努
力
以
自
由
に
安
み
一
仁
一
リ

γ

の
順
応
仁
、
な
υ
従
は
歩
叶
叉
ぷ
闘
の
増
進
の
還
・
々
な
る

作
用
す
る
事
を
許

3
れ
ん
仁
は
、
一
枇
ム
明
日
を
宮
E
C
繁
栄
に
導
原
因
し
中
に
唱
置
が
唱
下
し
て
と
ユ

i
ム
の
土
日
uo
一一円…のと同い一?

を
得
る
の
み
な
ら
ホ
ノ
其
作
用
に
針
ず
る
法
律
の
降
砕
を
悲

臨
時
一
倒
し
得
る
大
原
則
な
止
り
し
(
間
話
第
五
章

)t。
之
資
に
マ

シ
デ
グ
イ
ル
の
所
割
問
寸
悪
徳
L
b
d
・
自
愛
の
意
義
に
解
し
、
之

仁
加
ふ
る
仁
ハ
ッ
チ
ヱ
ソ
Y

の
自
由
主
義
を
以
て
し
セ
る

雑

銭

108 10) 

闘
し
大
に
譲
歩
す
る
所
あ
ら
し
と
俸
ヘ
ら
る
h
が
如
を
は

決
し
て
草
な
る
暗
合
と
の
み
見
る
可
ら
立
る
が
如
し
。

ア
ダ
ム
@
ス
ミ
ス
践
一
-
設
の
起
原
の
穿
拠
控
除
是
以
上
に
縫

む
は
無
用
の
事
な
る
可
を
を
以
て
設
に
止
む
。

λ

ミ
ス
が

図
富
論
中
に
於
て
著
書
、
著
者
の
名
に
依
て
引
用
し
な
る

書
殆
ど
百
に
上
制
作
J

り
。
然
れ
共
仔
細
に
研
究
す
れ
ば
、
之

等
以
外
仁
彼
の
利
用
し
文
る
書
更
に
遣
に
多
々
あ

b
o
然

れ
並
ハ
彼
が
之
等
の
常
一
日
に
得
る
所
は
遜
常
単
な
る
事
費
、
意

旬
、
意
見
に
止
ま
る
を
以
て
他
人
の
作
を
窃
め
よ
リ
と
の
非

難
は
大
な
ら
ポ
ノ
。
口
ハ
英
利
用
し
た
る
事
明
か
な
る
づ
品
。
汁

の
同
想
録
i
h
H
F
O
町一日
M
Z
P
3

を
泉
げ
も

c
bし
に
就
て
は
批
評

を
菟
れ
や
ノ
と
雄
、
図
富
論
は
新
た
に
讃
み
、
党
る
幸
一
自
の
明
瞭

な
る
印
象
を
以
て
念
ぎ
起
草
し
た
る
者
に
非
ヂ
。
其
述
作

以
前
後
二
十
七
年
に
一
旦
れ
F
9
0

此
長
を
年
月
の
問
に
於
て

経
務
思
怨
は
幾
度
が
ド
ウ
ア

1
海
峡
を
往
復
せ
る
乙
と
疑

な
し
。
ψ

、.d
れ
ば
斯
倫
中
進
歩
に
封
ナ
る
一
貫
織
の
多
少
に
就
て

英
士
口
利
と
備
関
西
と
其
分
前
左
手
ふ
は
所
詮
鉱
山
周
の
事
と

一
五
は
診
る
を
得
、
c
る
品
。
(
了
)

此
女
中
キ
ア
ナ
シ
氏
が
指
示
せ
る
引
用
主
日
中
重
要
な
る

雑

銭

F 

一O八

川口
O
C
吋町内
ω
コ
仁
於
け
る
と
阿
b
く
貨
幣
ー
し
関
聯
し
て
論
性
る

事
之
な
g

り
。
叉
ヒ
ユ

1
ム
が
っ
阪
な
る
貿
易
差
額
し
を
得
る

の
日
的
を
令
然
否
認
し
て
宅
街
内
閥
産
業
保
護
の
一
利
袋
を

信
b
北
る
仁
十
年
後
ス
ミ
ス
が
其
講
義
仁
一
於
て
、
此
鮪
仁

者
左
の
如
し

旬。一
g
M
N
B一
よ
い
「
巾

om
〉・門司
m
F
H

・3
ω
3
1日ぺ
w

デ
戸
内
ハ
υ
門
口
「
叩

m
o
p
-
H
g江
口
印
可

o
一一門

nr-mゆ
く
じ
コ
戸
。
符
号
吉
山
工

(
前
掲
)

LP門
出
向

ω
切
O
ロ
μ
コ
ミ
の
mv・

7
一om山
口
山

O
九

円

y
o
p
一Ed戸「
》

1

0
町

〉

'ωsxyζ

一一サ吋山口内一泊出口けの一
μ
0
8ロリ
h
h
m
いおけ
0
3
0日
足
0
5一M
M
Y
一一
0・

ω
O
勺
「
υ

、

(
一
蹴
倒
徳
三
校
)

岡
勢
調
査
方
法
の
愛
遜
品

A
k

、
e
ゴハー，

貞

左
の
一
篇
は
っ
ア
メ
り
カ
、

タ
ヤ

i
ナ
ル
、

ジ
オ
ロ

i
p
I
し
三
月
銃
所
載
、
ダ
ナ
、
ず
ュ

I
一7

y

ド
兵
の
、
「
千
九
百
十
年
の
岡
勢
調
査
に
邸
内
、
ず
る
調

査
方
洛
の
路
一
選
し
ょ
」
題
す
る
論
交
を
諜
出
せ
し
替
の

品
。
米
簡
は
此
種
調
夜
仁
つ
を
、
夙
に
先
進
悩
と
し

て
重
き
を
な
し
、
其
方
法
仁
於
て
常
亦
所
南
獄
洲
訣

オ
プ
、
ソ

日

O
九

ヤ」、.、



， ， 

.
t

，‘.i
1エ!

=

 '
 .. ， ， 

磯子

銘一

一一。

110" 

と
野
立
し
て
、
橋
せ
ら
る
L

之
助
4

・
め
よ
リ
。
而
し
て
デ
明
ず
る
も
無
味
乾
燥
仁
し
て
何
等
の
興
味
ゐ
る
αυ

の
じ

ユ
l
ラ
ン
ド
氏
、
も
亦
税
問
勢
調
査
の
委
員
長
と
し
て
あ
ら
も
c
る
可
け
れ
、
ば
、
設
仁
は
現
在

ω
岡
勢
諦
査
に
採
用

浩
請
す
る
所
深
を
入
品
。
今
や
我
固
に
於
て
が
も
多
年
せ
ら
れ
ひ
と
す
る
方
法
と
、
逃
去
仁
於
け
る
号
の
と
を
比

の
宿
題
た
よ
り
し
同
勢
調
査
は
v

泣
き
将
来
に
於
て
北
一
安
較
封
照
し
て
、
以
て
其
の
問
の
差
異
を
一
石
コ
ひ
と
す
。
蕃
一

行
を
刻
せ
ら
れ
巳
仁
準
備
委
員
の
任
命
せ
ら
る

V
あ
し
、
過
去
と
現
在
と
仁
於
て
、
此
調
査
方
法
の
上
仁
積
々

b
。
此
事
業
仁
し
て
完
成
せ
ら
れ
ひ
か
、
我
閥
川
県
改
の
幾
遷
を
生

b
tる
は
、
要
す
る
に
岡
民
生
活
上
の
強
化

経
憐
の
方
策
及
理
論
の
上
に
多
大
の
貢
献
を
な
す
あ
之
が
一
部
の
闘
を
な
す
活
の
あ
れ
ど
も
ブ
其
の
多
く
は
閥

る
は
、
守
口
ふ
を
侯
花
、
パ
」
る
所
と
す
。
然
れ
ど
省
主
良
一
一
勢
調
夜
一
委
員
の
主
張
仁
か
?
り
、
叉
は
他
の
人
々
の
経
験

好
な
る
成
績
を
泉
ヤ
る
に
は
、
一
仁
某
方
訟
の
完
美
一
仁
よ
よ
り
、
業
鉄
騎
の
那
還
に
存
ず
る
か
を
看
板
せ
し
に
依

仁
待
、
花
、
c
る

ε得
ヂ
。
此
欧
州
仁
一
於
て
此
論
交
の
数
十
ふ
一
ら
J
F
ん
ば
あ
ら
か
」
ゐ
品
。
閥
勢
調
査
方
訟
の
鐙
延
中
統
計

る
所
砂
少
に
あ
ら
か
」
る
可
き
・
品
。
岡
よ

6
彼
我
の
事
一
母
上
重
要
の
関
係
あ
る
は
要
す
る
に
次
の
ご
一
項
目
の
上
じ

精
多
少
相
泣
す
る
が
も
の
あ
る
が
故
仁
，
一
胞
に
我
凶
勢
調
一
存
せ
ん
/
、
印
も
第
一
、
統
計
蒐
集
委
員
選
任
の
方
法
第
二
、

査
の
方
法
と
し
て
採
用
す
る
を
総
会
」
る
唱
の
も
あ
れ
一
調
査
範
悶
孤
ぴ
に
統
計
形
式
及
第
三
、
分
析
説
明
の
γ

方
弘

ど
、
し
か
も
亦
他
山
の
石
セ
る
を
失
は
ホ
ノ
。
救
て
之
一
是
-
-
品
。
第
三
の
も
の
じ
示
、
だ
論
述
J
Y
る
程
の
進
歩
二
ど
致
き

れ

を

諜

出

す

る

所

以

品

。

一

合

れ

ば

、

設

に

は

主

と

し

て

前

ニ

者

仁

就

て

述

式

る

所

あ

来
る
可
を
閥
勢
調
査
仁
於
て
、
採
用
せ
ら
れ
む
lι
す
る
一
ら
む
ず
。

調
査
方
法
に
闘
し
、
明
細
な
る
説
明
を
輿
ふ
る
は
限

h
あ
ィ

る
紙
上
を
以
て
到
底
能
く
し
得
可
き
所
仁
み
ら
ホ
J
O

旦

叉
該
調
査
方
法
中
従
来
の
方
法
と
同
一
な
る
黙
は
之
を
説

委
員
選
任
試
験

岡
勢
調
査
事
業
の
良
否
は
、
先
づ
第
一
仁
、
之
れ
・
仁
撃

は
る
人
士
の
時
識
、
勤
勉
、
老
支
如
何
γ
ト
依
-h
，
・
下
/
ん
ば
あ

~þ; 

P

りふ恥ノ
O

然
れ
ど
も
、
共
従
業
期
間
極
め
て
短
を
が
放
に
、
第
一
寸
に
一
世
人
は
も
人
口
及
ぴ
他
民
事
統
計
に
闘
す
る
委
員

之
れ
に
一
裂
す
る
鈍
才
を
得
る
仁
川
谷
一
一
K
多
大
の
困
難
の
存
懇
抜
試
験
に
訴
し
て
、
千
九
百
年
に
於
け
る
告
の
よ
ウ

す
る
唱
の
あ
1

り
ο

コ
れ
ば
此
等
の
泡
才
を
得
ん
が
翁
め
に
~
号
、
品
川
二
府
大
な
る
性
誌
を
揃
ふ
可
を
乙
と
を
企
て
つ
、

混
同
勢
調
査
に
於
て
免
ス
れ
党
7
0

一
改
革
似
-
、
競
争
試
験
…
ぁ
ー
ペ
常
時
仁
一
於
て
拡
、
候
補
者
一
似
輿
ヘ
ら
れ
大
る
一
定

に
よ

b
，
t
製
設
工
業
反
一
鎖
、
業
仁
開
削
す
る
統
計
を
蒐
集
す
る
一
の
模
範
的
家
一
波
及
一
個
人
の
数
よ
よ
り
、
統
計
表
上
必
要
な
る

特
別
委
員
を
選
抜
す
る
に
あ

b
を
o
此
試
験
た
る
や
、
二
各
項
目
に
該
賞
す
る
唱
の
を
摘
出
記
入
す
る
の
祭
記
試
験

部
は
、
候
補
者
の
数
百
経
験
如
何
を
総
査
し
一
部
以
仮
設
{
を
受
け
大
る
な

6
9
此
結
果
は
有
焚
仁
し
て
i

現
時
に
於

の
製
造
一
卒
業
よ
よ
り
調
査
に
従
事
す
る
に
常
'
り
、
安
際
使
用
て
活
採
加
せ
ら
る
t
h

所
な
れ
ど
活
、
口
ハ
異
な
る
掛
川
川
地
方

せ
ん
ー
と
す
る
統
計
表
に
相
趨
令
す
る
の
記
入
を
鍔
3
し
む
に
於
け
る
、
民
事
統
計
仁
関
す
る
号
の
ど
之
れ
仁
加
へ

る
替
の
に
し
て
賀
際
的
俳
貨
を
有
す
る
替
の
・
あ

0
3
れ
、
ば
て
、
課
せ
ら
ふ
h

あ
る
の
み
、
然
れ
ど
宅
千
九
百
年
仁
於

之
れ
に
関
聯
し
て
、
或
る
程
度
設
で
、
産
業
上
一
恒
別
し
、
て
は
此
等
候
補
者
が
北
一
答
案
を
作
製
す
る
に
常
ち
て
、
他

以
て
之
等
委
員
の
調
査
範
閣
を
限
定
す
る
け
い
、
現
凶
勢
調
人
の
カ
を
借
る
と
否
と
玄
関
は
歩
、
唯
日
ら
一
尚
一
巡
す
る
の

十
伎
に
於
て
、
鴻
3
、
ん
と
欲
す
る
所
な
れ
ど
'
号
、
此
事
大
る
み
を
以
て
足
れ
i

り
と
せ
J

り
o

郎
答
案
用
紙
を
各
候
補
者
り

産
業
中
必
地
に
於
て
は
窓
外
の
出
裂
を
要
す
る
が
り
の
仁
し
許
に
一
送
附
し
て
、
彼
等
は
随
時
制
等
の
股
替
な
く
、
之
れ

て
、
只
鍍
業
に
闘
す
る
替
の
と
製
造
工
業
仁
関
す
る
M

も
の
を
作
製
す
み
や
ι
待
?
?
b
品
。
然
れ
ど
省
官
入
院
現
闘
勢
調

の
み
税
完
全
に
分
掌
せ
し
め
，
得
る
に
滋
ぎ
ホ
/
O

潟
め
忠
誠
査
に
際
し
て
は
、
之
等
候
補
者
を
ふ
一
樹
到
ゐ
蕗
の
多
く
の

然
此
等
を
区
別
限
定
す
ム
を
得
含
れ
ど
旬
、
し
か
唱
此
結
便
宜
の
場
所
に
集
め
、
以
て
試
験
官
の
雨
前
仁
一
於
て
答
案

架

ι縦
、
此
等
各
羽
目
に
関
す
る
調
査
の
上
に
、
多
大
の
を
草
せ
し
め
hv
乙
と
を
主
張
す
る
者
品
。

山

支

献

を

な

す

可

を

は

疑

を

入

れ

才

る

所

品

。

此

誠

駿

大

る

や

、

何

人

宅

之

を

受

く

る

を

得

可

し

之

錐

家主

総

... ・4・、
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雑

銭

-
惨圃占

-

強
権
に
一
五
へ
ば
競
争
的
の
沙
も
の
に
あ
ら
歩
。
蓋
し
、
比
方
一
枇
曾
生
活
の
許
す
範
閣
内
に
於
〈
、
統
計
表
の
数
を
誠
b

配
仁
依
る
弘
、
到
応
誠
験
す
る
十
一
例
待
合
る
然
が
さ
委
員
に
以
〈
之
を
簡
単
な
ら
し
む
る
と
何
時
仁
他
方
に
於
て
は
今

必
須
日
る
多
く
の
資
格
の
存
ず
る
あ
L
リ
。
、
従
て
誠
駿
聡
督
一
日
じ
手
'G
ま
で
閑
却
せ
ら
れ
、
若
し
く
け
近
年
に
至
。
て

ー
に
は
川
辺
闘
の
権
限
を
侃
一
八
へ
比
等
必
婆
の
資
格
-P-
参
酌
し
一
A

続
々
重
要
減
3
る
、
に
至
。
し
、
根
本
的
事
支
若
し
く
は

f
委
員
仁
川
町
ヘ
告
し
し
り
る
乙
と
と
せ
念
る
可
ら
み
少
。
勿
論
一
特
異
一
事
項
を
明
瞭
な
ら
し
め
む
が
ゆ
げ
い
、
一
一
一
一
一
の
欧
州
比
一
於

吟
官
官
の
或
者

-R
改
治
的
関
係
M
ん
は
個
人
的
関
係
よ
今
「
て
、
統
計
表
に
附
加
せ
さ
ゐ
す
り
を
」
る
も
の
あ
ふ

bau

i

附
か
夜
十
沿
い
て
白
己
の
欲
す
る
候
補
者
を
推
恕
す
る
な
る
に
至
b
た
6
0
3
れ
ば
、
命
日
議
の
結
巣
、
千
九
百
年
仁

ふ
ト
閃
ず
可
ら
ヤ

jt雄
、
し
か
も
彼
等
は
総
て
の
答
案
ぞ
用
ゐ
ら
れ
千
心
人
民
生
活
仁
隣
ず
る
統
計
去
に
就
き
〈

殴
宮
山
除
問
し
依
て

μ
て
之
が
選
撲
の
撚
…
浮

-LL9Sる
昔
、
調
査
事
墳
を
減
b
て
以
ι
委
員
の
調
査
一
事
業
を
筒
思

恥
ト
ハ
/
ム
少
し
児
奨
一
推
邸
中
立
回
ム
ツ
て
は
、
此
等
の
答
案
紙
を
中
に
し
、
今
日
一
に
於
て
は
此
尚
一
統
計
に
闘
す
ゐ
調
査
事
業
は

央
一
切
勢
調
・
査
対
に
廻
怠
ぜ
し
め
、
以
て
夜
明
査
本
や
す
ノ
の
一
般
人
士
の
認
り
る
が
如
く
、
逐
に
各
州
各
市
の
準
一
花
一
削

除
地
ど
存
せ
や
ど
る
可
ら
-
J
V
J
O

斯
く
す
る
時
以
主
結
果
、
滋
皮
の
結
果
を
蒐
集
接
表
す
る
に
過
ぎ
な
る
に
歪
れ
ら
c

u
u
Rは
、
委
員
選
抜
に
際
し
て
答
申
永
紙
の
優
劣
を
型
必
ず
叶
、
け
れ
ば
千
八
百
九
十
年
の
凶
一
勢
調
査
に
際
し
て
、
調
・
任
委

十
一
品
留
の
F

性
意
b
l

排
ふ
可
舎
は
必
ず
可
き
な
ら
o

員
の
掌

b
し
項
目
は
、
千
九
百
年
に
於
け
る
喝
の
に
比
J

;
調
査
範
悶
に
於
け
る
一
般
的
強
化
て
、
倫
一
一
般
多
端
に
一
旦
・
ウ
し
も
の
あ
る
は

ιυ
去
一
仁
川
辺

委
員
を
し
て
豆
多
な
る
細
事
に
拘
は
ら
し
め
、
叉
は
一
彼
?
ゐ
所
に
し
て
、
従
っ
て
千
九
百
十
年
の
調
査
事
項
は
、

等
仁
川
刻
し
て
多
大
な
る
列
断
力
十
-
賜
・
岐
点
ず
る
の
危
険
な
る
千
九
百
年
仁
一
於
け
る
る
の
に
比
し
、
愈
だ
盆
々
純
一
憾
な
ゐ

は
、
過
去
の
経
験
の
五
日
人
に
敬
ふ
ふ
所
品
。
是
に
於
て
が
に
至
る
可
き
は
推
す
る
仁
難
か
ら
診
る
所
と
す
c

五
日
入
札
多
々
白
々
複
雑
多
岐
に
一
旦
る
現
今
の
総
務
生
活
一
兆
安
捺
上
現
同
一
勢
調
査
に
於
〈
、
調
衣
す
可
き
も
の
は
、
資

に
次
の
三
種
に
限
定
せ
ら
る
o

印
ち
一
般
人
口
統
計
、
一
に
於
け
る
種
々
の
幾
化
以
i

之
れ
を
約
ム
一
一
目
す
る
こ
と
到
底

般
農
事
統
計
及
町
一
畑
牧
場
地
以
外
に
於
け
る
家
斎
家
禽
統
的
み
む
可
ら
ホ
ノ
と
縦
港
、
然
が
活
此
額
統
計
が
盆
々
一
明
確
広

計
是
品
。
而
し
て
、
製
治
業
、
鍍
業
・
の
数
少
な
く
、
之
れ
A

る
に
至
る
と
共
に
愈
趨
蛍
な
る
原
則
に
接
近
す
る
に
歪
ゐ

が
調
査
に
特
別
委
員
を
使
附
加
す
る
を
一
袋
せ
才
る
地
方
に
於
一
し
乙
と
は
、
多
色
一
口
ぞ
要
せ
ふ
少
し
て
明
か
な
る
所
品
。

て
は
、
北
日
越
の
調
査
委
員
を
し
て
此
種
統
計
蒐
集
の
局
に
一
人
口
統
計
上
に
於
け
る
他
の
獲
必
は
、
一
見
甚
だ
重
大

蛍
ら
し
め
、
叉
南
部
諸
州
に
於
て
は
一
般
農
事
統
計
に
附
一
な
ら
芯
る
が
如
き
号
、
然
か
宅
、
家
族
及
婚
掲
の
出
産
カ
に

加
し
て
、
農
場
統
計
を
求
む
る
を
可
と
す
。
此
紡
に
闘
し
一
関
す
る
統
計
の
改
善
の
上
に
多
大
の
貢
献
宮
家
ず
唱
の

て
は
、
後
真
に
詳
説
す
る
所
あ
る
可
し
。
一
品
。
千
九
百
年
の
閥
勢
調
査
に
於
て
は
各
婦
人
に
蹄
し
、

人
口
統
計
に
於
け
る
幾
化
一
共
生
存
中
分
娩
せ
る
小
児
の
験
反
其
生
存
数
を
求
め
文

b

従
来
の
岡
勢
調
査
仁
於
て
は
、
一
定
地
に
於
て
如
何
な
一
し
帯
、
幾
何
の
児
童
が
輩
一
婚
姻
の
結
果
な
ウ
や
は
不
問

る
人
を
計
上
し
、
叉
如
何
な
ゐ
人
を
計
上
す
可
か
ら
ホ
ノ
や
一
に
附
し
セ
t
リき
o

是
蓋
し
、
不
完
全
な
ふ
戸
籍
簿
に
依
ら

と
一
五
ふ
に
闘
し
、
常
に
疑
の
存
ず
る
唱
の
み
F

り
J

レ
ド
、
今
一
ぎ
る
を
得
力
C

る
よ
t
り
生
本
J

る
結
果
に
し
て
、
殺
に
之
れ
よ

や
此
紡
に
闘
し
、
二
三
重
要
な
る
幾
化
を
、
人
口
統
計
の
一

A
報
告
セ
ら
れ
ち
b
、
小
児
の
数
は
初
婚
の
唱
の
電
あ
れ

上
に
見
る
に
歪
れ

b
。
由
来
統
計
家
の
段
取
4
困
難
仁
戚
歩
一
、
ば
、
再
婚
叉
政
一
再
婚
以
上
の
も
の
活
み
よ
ツ
て
、
到
底
其
民

る
は
、
件
前
律
上
、
計
算
の
基
礎
大
る
常
住
地
主
的

g
目
立
山
n
ぬ
一
別
を
求

υる
を
得
示
/
O

時、c
れ
ば
五
口
人
は
婚
姻
縫
織
期
と
向
始

。
Fσ0仏
印
)
を
決
定
す
る
乙
と
な
れ
ど
も
、
麻
H
(
際
仁
一
於
て
一
堂
の
数
と
の
関
係
を
ぬ
同
一
層
明
硲
な
ら
し
む
る
勾
に
、
現

は
、
各
人
の
所
属
地
叉
は
住
所
如
何
を
問
は
ホ
ノ
し
て
、
議

J

在
婚
姻
状
態
の
婦
人
の
、
小
児
の
数
の
み
の
統
計
十
ど
得
る

品
川
州
各
人
の
居
所
を
以
て
、
之
れ
が
標
準
と
な
す
、
欧
洲
一
訟
と
と
を
企
て
食
t
り
き
。
勿
論
之
れ
に
依
る
と
き
は
、
寡
婦

に
よ
J

て
、
主
繁
雑
を
逝
く
る
乙
と
を
得
べ
を
し
品
。
此
拙
叉
は
離
婚
者
及
ぴ
現
在
餅
姻
以
前
仁
己
に
結
婚
狭
践
に
あ

甲
お
H
H

4
葺

113 
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1
9
北
る
婦
人
め
小
児
激
の
統
計
を
街
去
せ
ぎ
る
を
得
S
M
V

持
働
者
な
る
が
等
の
如
き
事
項
、
(
一
ご
常
人
の
従
事
せ

ど
-
-
号
、
、
現
在
巳
に
婚
姻
欣
態
ぞ
め
る
婦
人
は
果
し
て
、
初
る
産
業
の
種
類
例
A
7
ば
紡
総
工
場
な
る
か
、
小
変
大
商
応

嫡
な
る
や
勝
、
党
再
婚
な
る
や
を
調
査
す
れ
ば
、
此
悶
難
を
ι

な
る
か
勝
、
北
造
船
業
な
る
か
等
り
知
念
事
項
会
二
蛍
人

容
易
に
除
去
す
る
を
得
可
く
、
従
っ
て
叉
初
婚
の
婦
人
の
一
の
経
磐
上
の
地
位
邸
も
雇
主
な
る
か
、
使
用
人
、
な
る
い
V

絡

み
を
選
ぴ
、
其
婚
姻
縫
続
期
間
を
調
査
し
、
分
娩
鬼
童
の
一
党
自
己
の
計
算
に
よ
b
て
働
く
人
な
る
か
の
区
別
是
品
。

数
並
に
其
生
存
数
と
を
知
る
ζ

と
を
得
可
き
品
。
而
し
…
此
方
泌
仁
依
れ
ば
、
各
縄
の
織
業
に
・
一
濁
し
て
圧
催
な
る
絡

て
、
此
婚
姻
縫
鎖
期
と
児
童
の
数
と
の
附
の
関
係
を
五
蛍
一
闘
を
輿
今
b
ζ

止
を
得
る
の
み
な
ら
ヂ
)
純
白
利
的
に
持
働

仁
解
せ
し
め
む
矯
め
仁
は
、
此
種
統
計
は
会
人
口
の
大
部
一
ず
る
人
々
を
一
方
仁
は
英
人
の
取
れ
る
職
務
及
ぴ
勤
蚊
切
に

分
に
及
ば
ま
み
を
得
歩
。
而
し
て
叉
以
前
の
方
訟
に
依
る
一
従
て
分
類
し
叉
他
の
一
方
仁
は
職
業
及
び
産
業
の
種
類
じ

i
」
き
は
、
寡
婦
、
隣
婚
者
、
初
婚
者
、
再
婚
者
の
如
何
を
一
従
て
区
別
す
る
を
得
可
ぎ
な

b
u
勿
論
、
産
主
を
使
用
人

間
は
歩
、
各
婦
人
の
分
娩
せ
る
児
童
の
数
を
号
令
せ
て
、
一
及
自
己
の
計
算
仁
よ
t
n
J

〈
他
人
の
潟
め
に
働
く
者
よ
t

り
区

表
示
す
る
を
得
る
は
回
よ
F
9
論
を
侯
な
も
d

る
所
品
。
一
別
す
る
の
新
問
題
は
、
多
大
の
困
難
を
合
み
J

、
場
合
仁
よ

人
口
統
計
上
、
職
業
報
告
仁
闘
し
て
弘
亦
重
大
な
る
敏
一
ム
ノ
て
は
、
到
底
正
確
な
る
報
告
を
期
す
可
ら
ポ
J
I
C

縦
、
市

夏
を
匁
せ

b
。
前
凶
勢
調
査
に
於
て
は
、
職
業
報
告
仁
一
関
一
岡
内
人
民
の
資
際
上
に
於
け
る
、
産
業
的
地
位
を
知
る
仁

ず
る
唱
の
は
健
一
樹
を
存
せ
し
仁
過
ぎ
ホ
ノ
、
翁
に
住
民
間
一
一
惑
の
光
明
子
輿
ふ
可
を
や
必
せ

b
。

仁
於
け
る
産
業
分
布
を
剣
定
す
る
に
不
充
分
な
る
の
誘
ル
丸
一
以
上
仁
関
脇
し
て
、
小
児
の
笹
利
的
職
業
の
報
告
仁
樹

党
れ
念
。
し
が
、
現
在
に
於
て
は
、
職
業
に
閲
し
て
、
調
一
ナ
る
訓
A

ザ
の
鑓
一
見
仁
針
し
て
宅
亦
一
井
の
注
意
を
抑
ふ
所

査
す
可
主
一
一
頂
闘
を
設
け
北

6
0
卸
ち
(
こ
蛍
人
の
職
一
あ
ら
才
る
可
ら
歩
、
査
し
，
中
山
知
傍
働
反
動
の
選
・
は
、
現
時

業
郎
も
例
令
ば
紡
綴
職
工
な
る
か
、
資
子
な
る
か
、
締
役
じ
於
け
る
一
大
勢
力
に
し
て
、
此
運
動
を
し
て
徒
有
力
な

11る

ら
し
め
、
正
確
な
ら
し
む
る
に
は
過
去
の
調
査
を
以
て
U
A

く
る
を
得
可
を
息
。
而
し
ー
で
之
&
銘
文
」
し
ひ
ゐ
に
官
ιソて

ら
歩
、
街
一
般
科
感
的
感
磁
を
有
す
る
統
計
の
完
成
に
待
以
、
漠
然
文
ゐ
命
令
の
下
に
各
計
算
委
員
の
知
樹
に
委
す

士、
d

る
可
ら
し
子
、
小
児
労
働
の
弊
容
そ
除
去
す
る
は
、
然
、
る
よ
L

ツ
も
、
寧
ろ
一
定
の
準
織
を
輿
へ
て
、
之
を
調
査
せ

尉
の
急
務
な
る
は
勿
論
な
れ
ど
昔
、
而
か
が
も
小
児
傍
働
の
一
し
む
る
を
以
て
可
と
す
。
信
之
れ
と
同
時
仁
、
小
児
労
働

範
囲
を
誇
大
誇
張
す
可
ら
才
る
乙
と
や
亦
等

L
ノ
ヘ
必
要
事
一
の
最
名
普
通
の
場
合
北
る
、
、
同
級
の
補
助
の
潟
め
回
畑
じ

に
溺
ず
。
由
来
此
誇
張
の
危
険
は
主
と
し
て
、
立
(
繊
の
然
一
勢
働
す
る
小
児
を
寸
山
本
内
田
畑
枇
労
働
者
‘

(
P
5
5
5
5
3

め
に
務
働
に
従
事
す
る
小
児
を
、
紙
切
働
者
と
し
て
、
計
上
一
げ

0
5
1
υ
5切
)
と
し
て
、
之
を
伎
の
つ
中
本
会
人
L
(
3
6
E
ょ

す
る
に
由
回
せ
か
る
は
な
し
。
圏
内
多
数
の
小
児
、
殊
仁
一

o
口
け
)
よ
J

り
区
別
す
る
を
必
要
と
す
可
し
。

農
家
の
子
弟
怯
路
一
業
の
除
服
叉
は
休
暇
を
利
用
し
て
、
多
一
叉
岡
勢
調
査
を
な
す
仁
嘗
-hj
て
、
鉱
山
職
業
者
の
統
計
を

少
I
ζ

述
、
其
雨
紛
の
大
め
似
労
働
に
従
事
せ
し
め
ら
る
h

が
一
求
り
る
い
お
隙
し
、
此
プ
無
職
業
」
な
る
字
、
議
の
範
国
を
、

故
に
、
若
し
此
等
の
者
「
管
(
際
上
、
経
利
的
仁
従
事
す
る
一
確
定
す
る
の
困
難
あ
る
が
鴻
め
、
持
働
者
が
臓
を
得
ヂ
し

が刊よ
L

り
区
別
せ
か
」
る
に
於
て
は
、
主
確
な
る
統
計
は
到
し
姉
一
て
、
徒
ら
に
泊
先
ず
る
日
、
月
M
人
は
逝
の
数
を
正
確
に
知

之
れ
を
符
ゐ
の
盟
な
き
も
。
然
れ
ど
-
奇
此
・
事
長
る
や
、
賢
一
る
は
望
み
得
一
円
、
が
ち
古
る
所
、
に
し
て
、
唯
努
め
イ
て
能
く
し

際
上
非
常
な
る
難
事
な
る
が
故
仁
梢
獅
断
的
規
定
を
採
よ
り
一
得
可
を
唱
の
は
、
職
業
を
有
せ
ポ
叉
以
之
れ
を
有
す
る
を

『

+

て
、
雨
紛
の
錦
に
働
く
者
と
鋭
、
少
な
く
と
若
葉
従
業
期
一
得
古
る
者
の
み
、
無
職
業
者
と
し
て
報
告
し
、
疾
病
、
↓
〈

阪
午
ヶ
年
に
一
旦
る
と
き
は
、
之
を
替
利
的
従
業
者
と
し
て
一
ト
一
ァ
，
q
キ
、
怠
惰
等
ょ
ん
之
を
有
せ
も
d

る
者
は
無
職
業
者

報
告
せ
し
ひ
る
を
可
な
'
り
と
す
。
如
斯
す
る
と
き
は
、
会
}
と
し
て
報
告
せ
含
る
あ
ゐ
の
み
・
。
勿
論
、
幽
勢
調
査
を
鋳
す

然
正
・
縦
な
ら
ヂ
と
す
る
弘
、
経
口
利
的
に
従
業
ず
る
小
児
の
の
蛍
時
に
於
て
、

λ
ト
一
ア
イ
干
の
錦
、
め
職
業
を
失
び
大
る

数
b
d
，減
b
以
て
貨
際
上
に
し
於
け
る
、
誇
大
誇
張
の
弊
を
避
勢
働
者
の
数
少
~
如

b
叉
、
前
年
度
仁
川
於
け
る
ス
ト
一
ア
イ
L
L

・

f:lf. 
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総

日
目
、
六

の
矯
め
に
生
b
北
る
失
業
期
間
を
知
る
と
共
仁
、
疾
病
(
り
品
。
然
れ
ど
浩
賢
際
上
、
南
部
滞
州
'
の
農
場
の
多
く
舷
、

焼
に
所
得
力
に
幾
何
の
煩
失
を
醸
せ
し
か
を
知
る
宅
亦
多
純
然
、
花
る
経
締
間
単
位
に
し
て
、
之
を
耕
す
小
作
人
は
、
事

大
の
興
味
あ
る
乙
と
な
れ
ど
も
、
此
等
の
原
因
を
一
々
一
世
賃
上
、
農
場
主
に
従
属
す
る
農
業
傍
働
者
北
る
仁
過
ぎ

別
ず
る
は
安
際
上
翠
7

が
得
可
き
所
に
あ
ら
歩
、
叉
之
を
区
一
ム
ァ
。
唯
其
の
異
な
る
鮪
は
、
一
定
の
土
地
を
貸
興
せ
ら
れ
労

別
せ
、
下
し
て
、
此
等
無
職
業
金
曜
の
統
計
を
一
報
告
の
下
一
銀
に
代
へ
て
、
牧
穫
物
の
一
部
分
を
輿
し
ヘ
ら
る
t
h

み
る
の

仁
総
括
す
る
は
徒
に
多
数
人
士
仁
大
な
る
利
害
関
係
を
有
一
み
。
勿
論
祭
場
と
稀
せ
ら
る
h
棋
の
土
地
を
所
有
す
る
者

ず
る
問
題
郎
も
職
業
十
一
希
ぴ
、
叉
之
れ
を
然
す
を
得
る
人
一
炉
、
之
れ
を
各
別
個
の
田
畑
に
分
割
し
て
、
小
作
人
に
質

々
仁
封
ず
る
職
業
快
乏
の
範
閲
如
何
の
問
題
を
漠
然
、
北
ら
一
貸
し
、
彼
等
小
作
人
は
、
土
地
所
'
有
者
の
弱
紳
を
脱
し
て

し

む

る

に

滋

ぎ

合

る

品

。

一

自

己

の

牛

馬

農

兵

を

用

び

、

之

が

耕

お

じ

従

事

す

る

場

合

長
官
学
統
計
上
に
於
け
る
踏
拠
化
一
る
多
々
あ
る
べ
し
と
雌
昔
、
所
南
前
惑
の
農
場
に
於
て
は
、

農
事
統
計
に
於
け
る
務
化
の
中
、
其
回
取
u
υ
主
要
な
る
も
ケ
小
作
人
は
決
し
て
、
牛
馬
山
反
共
を
所
有
せ
や
ノ
。
彼
の
北
部

の
を
患
?
れ
ば
、
安
に
ア
メ
リ
カ
南
部
諸
州
仁
於
け
る
州
民
一
諸
州
に
於
け
る
被
雇
農
業
者
の
如
く
、
農
場
主
の
限
伎
の

業
統
態
に
関
す
る
告
の
止
す
0

・
市
部
諸
州
の
土
地
は
、
主
下
に
紙
切
働
に
従
事
す
る
品
0

・
前
者
の
場
令
に
は
小
作
地
は

と
し
て
黒
人
に
依
l

り
て
耕

3
る
h
大
農
場
業
多
を
を
占
農
業
車
位
と
し
て
認
ひ
る
を

E
b向
と
す
可
し
と
縦
、
後
者

め
、
賃
貸
制
度
に
委
せ
ら
る
、
唱
の
は
英
一
小
部
分
の
に
於
て
は
農
場
を
以
て
]
英
単
位
よ
し
認
め
か
」
る
を
得
歩
。

フ
ア

i

み
。
然
る
に
千
九
百
年
の
闘
勢
調
査
に
於
〈
は
、
所
謂
寸
図
表
し
、
如
焼
結
果
を
来
せ
し
理
由
は
、
黒
人
農
業
傍
働
者

舵
L

を
以
て
統
計
上
の
唯
一
州
単
位
ー
と
し
、
小
作
人
の
耕
す
が
不
注
・
に
昔
、
未
だ
締
立
の
地
位
に
注
せ
合
る
矯
め
遂
に

土
地
は
、
之
宮
特
別
個
の
山
知
と
し
、
下
り
き
。
換
ム
一
一
口
す
れ
此
経
滅
的
、
農
業
的
、
並
に
枇
合
的
紋
態
を
駿
除
模
糊
な

f
ヲ
シ
テ
l
シ
究
て

ば
農
場
拡
之
れ
を
農
業
上
草
伎
と
し
て
拡
認
め

S
bし
ら
し
め
、
な
る
品
。
加
之
、
前
関
勢
調
査
仁
於
て
は
、
一
の

調
・
査
委
員
が
一
所
有
者
の
会
長
坊
を
報
告
せ
る
と
岡
崎
仁
か
或
け
い
一
宇
よ
b
-宅
以
下
の
牧
穫
物
(
綿
花
な
ら
ば
四
分

他
の
者
以
之
れ
を
各
々
別
呉
の
小
作
人
に
・
関
し
て
報
告
の
一
、
穀
類
な
ら
ば
三
分
の
一
を
普
混
と
す
)
を
納
む
可

し
、
斜
め
に
土
地
艶
じ
収
務
部
統
計
の
上
仁
前
九
伎
を
来
)
を
乙
と
を
約
定
す
る
と
き
は
、
資
際
上
、
此
等
小
作
人
を

し
、
立
(
の
取
拾
に
際
し
、
多
大
の
手
数
を
要
せ
る
才
を
得
一
白
出
小
作
人
と
認
め
て
d

差
文
な
き
品
。

も
d
bを
。

一

農

事

統

計

上

に

於

け

る

他

の

重

姿

な

る

幾

化

は

、

土

地

前
述
の
困
難
は
税
問
勢
調
査
に
於
て
避
け
得
ら
る
、
の
一
生
産
物
の
償
格
の
重
複
を
避
く
る
を
目
的
と
す
る
毛
の

盟
あ
t
り
。
英
才
怯
如
何
ー
と
お
ふ
仁
、
一
方
農
場
主
若
し
く
一
品
。
由
奈
良
夫
は
給
総
な
る
帳
簿
を
所
持
せ
か
」
る
が
放

は
英
支
配
人
仁
濁
し
て
、
統
計
上
必
要
な
る
事
墳
を
詑
入
一
一
に
、
直
接
彼
に
就
て
、
日
年
間
の
総
生
産
物
の
純
債
格
を

せ
し
む
る
表
を
備
ヘ
、
之
と
同
時
に
他
方
仁
一
於
て
は
、
個
々
一
ポ
ひ
る
は
、
中
一
覧
し
無
用
の
事
仁
過
ぎ
歩
。
唯
能
く
し
得
可

の
小
作
人
に
封
ず
る
別
個
の
表
を
調
製
し
、
此
等
ニ
者
を
一
・
を
所
は
、
共
生
産
せ
る
各
種
生
産
物
の
分
量
及
償
柊
を
求

相
互
照
令
整
理
す
る
に
あ

b'。
叉
彼
の
農
場
主
の
指
揮
仁
一
ひ
る
の
一
途
あ
る
の
み
。
し
が
宅
此
の
場
合
に
於
て
、
若

従
ふ
農
業
傍
働
者
、
党
る
黒
人
小
作
人
之
、
斯
く
の
如
き
指
一
し
も
越
常
な
る
註
意
を
挑
ふ
を
怠
る
と
を
は
、
穀
類
及
飼

都
監
督
を
全
然
若
し
く
は
殆
ん
ど
腕
せ
る
、
所
間
自
由
小
一
切
艇
を
生
産
し
、
之
れ
を
以
て
其
の
家
畜
家
禽
を
飼
養
す
る

作
人
と
を
隠
別
す
る
に
は
其
の
地
代
契
約
の
形
式
如
何
を
一
山
辰
夫
は
、
穀
組
制
及
飼
続
の
償
絡
と
、
査
却
屠
殺
せ
る
家
畜

見
て
、
秘
主
確
に
な
す
乙
と
を
得
可
く
、
叉
何
等
他
の
資
一
家
禽
の
債
格
の
二
者
を
合
せ
報
告
す
る
が
故
に
此
間
使
格

料
を
要
せ
も
d

る
品
。

ωも
此
場
合
に
於
て
、
若
し
地
代
と
一
の
重
複
吃
・
来
す
可
し
。

3
れ
ば
千
九
百
年
の
岡
勢
調
査
仁

し
て
、
牧
縫
物
の
一
学
・
を
納
ひ
可
を
乙
I
f
」
密
約
す
る
と
を
〈
於
て
は
、
幾
分
此
重
複
を
避
く
る
の
目
的
を
以
て
、
耕
作

は
、
品
川
日
延
之
れ
営
指
揮
除
替
の
下
に
あ
る
農
業
傍
働
者
と
の
斜
め
叉
は
家
畜
の
飼
義
仁
裂
し
、
て
る
、
土
地
生
産
物
の

し
、
活
し
叉
、
金
銭
若
し
〈
拡
綿
花
の
一
定
量
を
納
ひ
る
債
格
を
求
め
、
之
れ
を
谷
種
総
生
産
物
の
線
債
格
よ
ら
控

〕
}
七
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ず
る
森
林
地
及
(
ご
一
)
・
葉
他
の
未
改
良
地
に
区
別
し
、
叉
一
定
時
日
の
制
限
内
仁
於
て
、
帳
簿
上
ょ
ん
完
全
仁
此
等

技
場
担
闘
し
て
は
、
去
を
(
ご
多
少
の
森
喜
の
統
計
を
得
ん
は
パ
普
通
一
般
の
特
別
委
員
長
し
て
)

グ
ふ
十
、
お
林
地
と
櫛
ず
る
を
符
帰
宅
ゐ
森
林
牧
場
地
(
三
不
能
の
事
仁
溺
し
、
潟
仁
彼
等
は
項
目
の
あ
る
も
の
仁
関

白
良
牧
場
一
ル
ル
?
一
)
:
其
他
の
牧
場
一
地
ド
区
別
し
て
、
求
し
て
は
、
雑
算
仁
依
ら
含
る
可
か
ら
ぎ
b
r
ト
一
全
人
ソ
、
共
結

り
る
呪
似
ら
む
と
す
。
林
孝
次
牧
畜
業
仁
従
事
す
る
人
士
果
借
地
仁
帳
算
上
の
材
料
、
ょ
ん
容
易
に
答
ふ
る
を
得
可
・
を
唆

は
、
配
し
此
援
ル
仰
を
閥
内
長
一
地
の
王
宮
な
る
分
類
な

b
と
臼
仁
関
し
て
宅
亦
、
普

nZ翁
す
の
畦
併
を
生
b
文
れ
ほ

同

h
b
り

な

す

可

登

山

仙

。

一

孔

製
翠
怯
造
抱
業
及
一
鍍
鍍
讐
挫
業
米
の
統
計
土
.
に
に
於
け
る
持
鑓
焼
日
化
化
一
今
川
製
斐
撰
埜
品
造
氾
宝
ヱ
業
き
中

製撃必造氾
γ工
ム
業
の
多
〈
叫
はμ
、
帳
簿
計
算
を
空
y
が
故
仁
、
長
一
一
の
を
恕
ぐ
れ
ば
、
資
に
左
の
三
批
判
に
闘
す
る
唱
の
と
す
べ

業
仁
閥
ず
る
よ

b
q
-精
一
回
府
主
確
な
る
統
計
を
得
る
の
望
…
(
第
ご
千
九
百
年
及
イ
丁
九
百
五
年
の
国
勢
調
崎
仁
於

あ
ん
も
o
鎖
措
~
定
一
於
て
也
亦
殆
ん
ど
然
。
。
善
人
は
製
造
工
…
て
は
、
各
月
に
於
け
る
男
子
、
一
婦
人
、
反
小
児
勢
制
者
一
川

孝
次
一
鍍
誌
の
統
計
を
蒐
集
す
る
特
別
委
判
長
仁
到
し
て
常
仁
一
平
均
一
数
乞
求
め
、
此
管
打
、
の
卒
均
一
数
を
総
括
し
て
、

11年

阪
簿
仁
表
は
れ
た
る
数
字
を
確
知
ず
る
の
必
要
F-唱
ふ
る
一
の
卒
均
を
求
め
恥
や
り
を
o

然
、
が
宅
、
勢
銀
中
力
人
愉
別
人
名
簿
ド
ル

糾
引
し
い
し
ト
、

l
j
…悦
υ

ら
み
る
時
日
内
-
仁
、
之
を
潟
3
し
め
む
一
年
一
齢
及
男
女
を
厄
別
す
る
所
な
き
が
故
仁
、
間
早
姉
川
・
!
J
J
t

m刈
仁
、
制
窪
工
業
表
中
の
項
目
を
、
受
賞
上
、
減
・
官
ノ
る
所
一
二
者
の
一
民
一
別
弘
、
多
大
の
困
難
を
合
す
か
、
安
一
際

1
1
1
!

あ
ん
'k
トりを
o

而
し
て
英
紙
、
性
ら
れ
セ
る
項
目
の
数
は
秒
一
仁
よ
る
の
外
な
き
の
み
な
ら
歩
、
一
筒
月
間
ト
ド
が
け
J
O
授

少
な
い
?
と
は
一
三
、
然
か
も
此
等
は
帳
簿
ょ
ん
之
を
知
る
一
働
者
の
平
均
一
数
十
」
知
る
に
は
、
各
人
の
勢
働

Et--せ
i

仁
は
長
崎
沼
を
南
京
、
ず
る
唱
の
i
み
・
品
。
蓋
し
英
然
る
所
以
廿
数
を
計
算
す
る
と
立
ハ
ド
ト
、
一
支
搬
入
名
簿
の
二
泊

li

は
、
彼
の
千
九
百
年
友
千
九
官
五
年
の
鶴
勢
調
容
・

5
怖
の
て
亙
る
場
令
を
宅
翻
酌
し
て
、
以
て
薬
一
筒
月
間
仁
が
り
る

〕
プ
九
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除
し
て
、
以
て
ヰ
融
俊
格
を
得
ん
と
し
・
文

b-を
。
然
れ
ど

恐
多
く
の
場
合
に
於
て
、
前
述
の
目
的
の
翁
め
に
費
や
せ

る
が
も
の
の
分
量
償
格
を
精
硲
に
算
出
す
る
を
得
知
る
は
農

犬
の
常
な
る
の
み
な
ら
歩
、
官
彼
等
は
家
・
一
品
仰
を
飼
養
せ
ん

が
矯
め
に
他
の
農
犬
よ
F

り
買
入
れ
允
る
場
合
を
掛
酌
せ

hp

る
が
放
に
、
此
の
債
格
を
得
る
が
翁
に
之
を
柏
崎
債
格
よ
タ

控
除
し
て
、
其
の
生
産
物
の
純
償
格
を
得
る
は
到
底
不
可

能
事
、
党
ち
か
し
る
を
件
、
d

る
品
。

依
日
芯
槻
之
、
此
等
の
首
一
緩
を
説
く
る
の
難
事
な
る
は
、

ふ
一
一
口
ふ
ま
マ
引
も
な
け
れ
-p
・
t-

昔
、
然
が
哲
之
を
山
還
す
る
'
一
刀
法
あ

る
な
し
と
せ
必
ず
J
O

印
私
先
づ
(
第
二
室
ω飼
養
の
匁
に
斐

し
れ
仏
ゐ
妹
、
穀
類
英
他
の
も
の
「
自
家
の
生
産
に
依
ら
含

る
唱
の
)
の
金
額
Ir-
、
之
等
家
有
闘
の
笈
入
荷
と
を
求
む
る

と
共
に
(
第
二
)
直
接
に
飼
養
の
潟
め
用
ゐ
柁
る
自
家
の

生
産
物
に
つ
き
て
は
問
ふ
所
な
く
、
家
一
首
飼
糧
と
し
て
用

ゐ
ら
る
、
生
産
物
の
賓
却
同
一
民
話
び
に
せ
一
(
頁
僚
を
求
む
一
月

し
。
勿
論
此
の
場
人
官
に
於
て
、
市
HJ
却
量
と
、
生
産
量
と
の

問
に
於
け
る
差
速
は
、
資
質
上
、
耕
作
の
大
め
消
費
せ
る

量
を
示
す
唱
の
な
る
が
故
に
、
日
芯
れ
叉
求
ひ
る
所
あ
る
可

受
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1銭

曲

目

日

八

を
品
。
而

llL
て
小
褒
の
如
く
、
家
育
飼
料
と
し
て
用
ゐ
ら

れ
含
る
唱
の
h
如
き
は
、
躍
に
奨
の
生
産
量
之
、

mm持
と

を
求
め
、
薬
会
量
を
直
接
純
生
産
物
と
し
て
計
上
す
可

し
。
今
、
，
会
然
資
却
の
日
的
p-以
て
、
生
産
せ
ら
み
-
h
此

等
生
産
物
の
償
格
、
頁
却
目
前
殺
せ
ら
れ
し
家
畜
の
償
格
反

家
畜
飼
料
と
し
て
汚
ひ
ら
る
ー
、
収
穫
物
の
債
格
の
三
者
を

合
せ
、
此
総
額
ょ
。
、
飼
料
及
笈
入
家
畜
の
債
格
を
控
除

す
・
る
と
を
は
、
其
農
地
よ
ら
生
、
一
計
二
心
生
産
物
の
鈍
償
格
を

確
知
ず
る
を
得
可
を
・
品
。
勿
論
斯
く
の
如
く
、
調
交
方
法

を
改
獲
す
る
に
於
て
は
、
表
中
種
々
の
附
加
的
項
目
を
生

地、
c
み
を
得
、
?
と
雄
、
然
か
号
、
生
産
物
の
純
債
格
を
川
町

る
に
は
、
。
絶
封
的
に
避
く
可
が
ら
も
d

る
告
の
に
溺
ず
る

，也。
農
地
内
に
於
け
る
森
林
の
町
数
を
知
ょ
ッ
、
叉
牧
場
地
に

階
級
配
附
じ
て
、
之
を
阪
別
ず
る
の
企
闘
は
叉
此
積
一
統
計

上
の
櫛
々
重
要
な
る
様
化
、
た
る
品
。
千
九
百
年
の
同
勢
調

査
仁
於
て
は
、
土
地
を
阻
別
ず
る
に
、
単
に
改
良
地
及
未

改
良
品
川
の
二
者
と
せ
る
に
過
ぎ
2
1り
し
昔
、
現
問
問
勢
調
査

仁
於
て
は
、
之
を
二
)
改
良
地
(
一
ご
林
産
物
を
主
ifL
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ル
同
て
の
が
も
聞
を
調
査
せ
ず
心
可
か
ら
ふ
と
斯
く
の
如
を
は
、
一
産
業
内
に
於
て
特
種
の
都
銀
卒
を
受
く
る
峨
労
働
者
の
数

除
I

り
ゐ
一
心
肘
初
日
を
以
て
し
て
は
、
到
底
一
能
く
し
得
可
き
所
如
何
を
主
催
仁
調
査
報
告
す
る
は
持
管
統
計
上
最
4
4虫
配

ιあ
ら
苫
る
を
以
て
、
現
閥
一
勢
調
査
に
於
て
は
、
車
に
其
…
な
る
事
項
な
れ
ど
予
如
何
せ
ん
、
野
銀
中
丸
一
隣
人
名
窓
よ
・
6

内
皮
の
一
日
に
於
け
る
男
子
、
婦
人
ぺ
反
小
結
捗
働
者

45世
工
誌
の
報
告
を
正
縫
い
ド
な
き
ん

ιず
る
は
砲
丸
際
'
じ
ん
収
あ
る

別
し
て
イ
ひ
る
所
あ
ら
む
と
す
。
悲
し
、
其
一
日
に
於
け
坑
口
人
の
カ
の
及
川
急
る
所
に
し
て
、
官
仁
五
日
人
仇
・
引
事
一
H

る
男
子
、
婦
人
、
及
小
、
見
の
割
合
、
は
叉
や
が
て
、
共
の
年
一
の
調
査
を
効
?
る
も
の
な
る
の
み
な
ら
ポ
ノ
、
前
倒
一
勢
調
酢

皮
内
に
於
け
る
割
合
を
表
示
す
る
唱
の
と
繋
9
る
乙
と
を
一
に
於
け
る
が
如
く
、
離
合
之
を
企
つ
る
号
、
業
多
く
は

得
可
け
れ
ば
品
。
斯
〈
て
吾
入
は
、
各
階
級
傍
働
者
の
土
産
川
上
の
翠
ご
し
J

ら
歩
、
工
場
主
の
多
少
と
も
に
庄

平
均
を
知
ら
む
が
矯
め
に
、
各
月
の
卒
均
数
を
問
は
歩
し
一
確
な
ら
ず
心
磐
井
を
基
礎
と
せ
な
る
を
得
念
る
を
以
て

て
、
各
月
の
十
五
日
の
労
働
に
従
事
す
る
喝
の
h
数
を
求
…
品
。

め
、
此
等
づ
ι
総
括
し
て
、
此
卒
均
一
敏
を
知
ら
む
と
す
。
然
一
(
第
一
一
ご
千
九
百
年
及
千
九
百
五
年
の
閥
勢
調
査
に
於
て

る
と
き
は
、
ヰ
一
一
ヶ
日
の
卒
普
賢
賃
上
、
十
一
一
ヶ
月
一
は
原
料
と
し
て
消
費
せ
よ

2物
件
手
製
品
と
し
て

の
卒
均
よ
ら
算
出
せ
る
苧
設
と
同
一
に
蹄
す
可

20
一
消
費
す
れ
士
号
?
を
区
別
し
、
生
産
物
の
総
債
格

耐
し
て
之
¥
仰
が
誌
を
は
労
銀
支
邦
人
名
簿
よ
'
り
直
接
に
得
一
よ
ろ
他
の
製
造
所
の
生
産
物
を
表
示
す
る
此
等
二
者
の
債

可

べ

薬

品

H
A、
月
の
平
均
を
算
出
す
る
仁
援
す
可
一
格
を
控
除
し
、
依
っ
て
以
て
、
所
静
生
産
物
の
純
債
格
を

き
、
]
少
部
分
の
み
を
以
て
潟
す
乙
と
を
得
る
品
。
一
計
算
す
る
に
資
し
士
F

り
を

0
3
れ
ど
此
方
件
慌
た
る
千
九
百

一
茂
一
)
現
制
一
勢
調
査
仁
於
て
は
、
安
楽
T
の
如
何
に
よ
一
年
の
調
査
報
告
に
哲
一
五
へ
る
が
如
く
、
会
抽
出
'
と
し
て
一
回

y

り
明
一
切
手
イ
隠
別
し
)
其
数
を
調
査
す
る
を
金
一
然
一
例
wm
せ
に
閥
、
J
G

ノ
る
之
を
は
兎
に
角
、
一
州
一
一
市
、
若
〈
は
一
産
業

L
《
藷
し
一
閥
内
に
於
て
、
叉
は
一
一
地
方
仁
一
於
て
、
持
叉
に
趨
用
ず
る
に
於
て
は
、
到
底
霊
援
を
避
く
る
を
得
意
ノ
、

持
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従
，
三
例
紙
一
寸
の
意
味
K
宅
魚
3
N亘
る
・
品
。
叉
製
造
所
し
の
帳
簿

I

乙
同
一
の
鑓
ル
仙
の
翁
コ
れ
食
る
唱
の
あ
る
と
共
に
、
主
要

は
半
製
品
の
費
用
よ
t
り
原
料
裂
を
圧
常
に
分
離
せ
な
る
の
な
る
個
々
の
産
業
及
鎖
業
仁
関
す
る
特
殊
の
統
計
表
が
も
亦

常
な
る
が
故
仁
、
特
別
委
員
以
多
く
の
坊
A
V
に
於
て
、
此
、
質
賃
上
簡
明
に
せ
ら
る
一
、
所
あ

6
文
ら
を
υ

等
ニ
者
の
債
格
b
g
}

推
算
す
る
か
岩
し
〈
は
こ
者
を
分
離
せ
一
統
計
表
々
一
市
の
方
絵

ん
が
錦
仁
各
乙
の
買
入
の
籾
自
に
一
旦
ム
ツ
て
調
査
せ
か
」
る
を
一
岡
勢
調
査
の
結
果
、
党
る
統
計
表
を
、
配
叙
議
表
す
る
方

得
2
1
0
ノ
し
が
、
業
結
果
は
、
か
く
し
て
ま
で
唱
推
算
を
な
一
訟
に
闘
し
、
設
に
五
日
人
の
抱
く
所
の
意
見
を
池
余
る
は
叉

ず
の
偵
鈍
な
き
が
如
く
、
叉
之
念
行
ふ
と
を
政
、
各
種
原
一
必
歩
し
号
、
無
用
の
事
に
あ
ら
合
る
可
し
。
統
計
表
を
接

料
よ
1

り
、
会
憾
の
毛
の
に
及
ば
な
み
を
制
m
M
W
d

る
繁
雑
な
る
一
表
す
る
仁
常
よ
ツ
て
、
少
数
の
絵
、
品
川
な
る
書
冊
を
以
て
す
る

手
数
を
要
し

t
bを
。
於
是
乎
、
現
倒
勢
調
査
と
隙
し
て
一
よ
i

り
落
、
多
数
の
小
川
加
を
以
て
す
る
の
可
な
る
ほ
夙
に
識

原
料
品
に
闘
し
て
は
、
附
早
に
燃
料
主
主
(
他
の
原
料
と
を
一
位
一
者
の
唱
ふ
る
所
に
し
て
、
叉
説
明
と
分
類
表
止
を
一
般
表

別
ず
る
仁
止
め
セ
ム
ツ
。
如
新
生
産
物
の
総
債
格
よ
L

ツ
、
宇
一
ー
し
細
目
表
と
よ
J

り
区
別
し
、
且
つ
、
各
容
に
於
て
、
谷
項

製
品
の
債
務
を
控
除
せ
ホ
ノ
し
て
、
却
っ
て
金
原
料
の
債
格
一
仁
闘
す
る
調
査
材
料
を
附
す
る
宅
亦
盆
ナ
る
所
大
な
る
可

ξ
控
除
す
る
と
き
は
、
製
造
業
が
一
閣
の
富
仁
寄
興
ず
る
一
し
。
而
し
て
吾
入
拡
現
岡
勢
調
査
仁
於
て
は
蜘
刊
を
に
潟
す
・

所
如
何
を
、
品
名
究
会
に
計
量
す
る
を
得
る
と
共
に
、
制
誠
一
所
な
か
F

り
し
家
族
統
計
に
関
し
て
分
析
説
明
を
な
す
と
共

造
業
に
於
け
る
磯
首
…
に
闘
し
て
、
各
州
h
J

肢
は
各
地
及
各
種
一
v
L

他
の
方
面
仁
一
於
て
は
、
・
品
目
日
て
潟
味
、
。
れ
食
よ
リ
し
悲
の
よ
ιリ

産
業
を
最
一
公
平
に
比
較
掛
照
ず
る
を
宅
得
可
登
山
仙
。
故
に
一
苦
心
問
一
一
尉
完
全
に
此
等
の
・
事
項
を
表
示
評
論
せ
ん
乙
と
を

習
人
は
、
統
計
表
中
、
共
総
債
格
仁
附
加
す
る
に
、
此
生
旬
希
一
望
せ
も
d

る
を
得
、
.C

る
品
。

産
物
の
純
債
務
を
以
て
せ
ん
乙
と
を
主
張
す
る
替
の
品
。

一
般
鉱
業
統
計
に
於
て
活
亦
、
製
造
業
仁
闘
す
る
唱
の
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